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ご意見募集中

本誌では、 取り上げてほしい内容や取材依頼、
企画など幅広く募集しております。
また、 本誌の購読をご希望の方にはお送りさせ
ていただきます。
詳しくは担当 （白石） まで。

お問い合わせ　

kurotakimuralover@yahoo.co.jp

「食の六次産業化プロジェクト担当」 勝原隊員

「林業担当」 久喜隊員

黒滝村森林組合
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感動に包まれた表彰式となりました。
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黒滝村地域おこし協力隊によるブログ　　

観光防災Wi-Fi が設置されました！

このたび黒滝村に、 観光防災Wi-Fi ステーションが整備され、 無料登録によりどなたでも自由にフ

リー Wi-Fi が使えるようになりました！！観光情報収集の利便性向上と、 迅速な防災情報の提供の

ために、 道の駅をはじめとする下記の五か所にＷｉ -Fi アクセスポイント、 カメラ、 気象観測機器が

設置されました。 ①黒滝村役場 （寺戸地区） ②黒滝村中央公民館 （寺戸地区） ③道の駅吉野路

黒滝 （長瀬地区） ④善龍寺 （赤滝地区） ⑤瀧光寺 （槙尾地区）

ますます進化していく黒滝村。

２０１７年もっともっと飛躍の年になりますように！！

☆黒滝村Ｎｅｗｓ☆

1 月末の 「奈良大立山祭り」 で開催されました 「あったかもんグランプリ」 に、 奈良県 39 市町村

がエントリーし、 黒滝村女子職員会が見事最優秀賞を受賞されました！！

エントリーした 「あったかもん」 は 「特製鶏団子とやわらかへそ餅の具だくさん雑煮」 です。

村の名産である 「黒滝白きゅうり」 のひね漬け入り鶏団子と、 粒あん入りヨモギ餅の 「へそ餅」 との

相性ばっちりと大ウケでした。 「黒滝名産こんにゃく」 も入った地元食材たっぷりのお澄まし仕立ての

一品。 地域おこし協力隊の勝原隊員も女子職員会の一員として参加させていただきました！

今後の黒滝村女子職員会のみなさまの活動に大注目です！！

「あったかもんグランプリ」

黒滝村が最優秀賞受賞の快挙達成！
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※画像提供　岡村印刷工業株式会社



　
　

●昭和 27 年に設立された「黒滝村森林組
合」の活動は多岐にわたり、伐採や植林は
もちろんのこと、草刈りや除雪作業まで担
当します。岡﨑さんが所属する「s

ス カ イ チ ー ム
kyteam」

は森林組合の中で結成され、全国的にも貴
重な特殊伐採（樹上での伐採）専門チー
ムです。「黒滝にも林業にも何の縁もなか
った」26 歳で移住してこられた岡﨑さん。
不安だらけの新生活も、黒滝村森林組合の
先輩達がみんな親身にサポートしてくれた
おかげで、すぐに村になじむことができま
した。そんな経験から、「新しく移住して
きた後輩達にはできるだけ親身にサポート
してあげたいですね。」と語ります。

◇革新的なツリークライミング◇

●先輩組合員の梶谷哲也さんがツリークラ
イミング技術を長野県上伊那に学びに行っ
たことで黒滝村に大きな改革がもたらされ
ます。従来の伝統的な方法では、三人で三
日かけていたような複雑な高所作業を、こ
の新技術では二人でたった一日で終わら
せることができるようになりました。し
かも、重機が進入できず放置されていた
場所での作業も可能になりました。さらに
重要な点は安全性が飛躍的に向上したこと
です。作業員の上部の支点でロープで体を
確保しているので、足場の影響を受けづら

く樹上での行動範囲も広くなりました。そ
して専用道具の耐用年数や強度などを数値
で的確に安全管理する考え方が確立してい
るのです。欧米で発祥し、発達したこのツ
リークライミング技術の有用性や革新性
を肌で感じた岡﨑さんも長野県まで学びに
行かれ、2010 年に梶谷さんと二人一組の

「skyteam」が発足しました。
●日本ではまだまだ一般的なスキルではな
く全国から「skyteam」のもとに見学希望
者が訪れます。この 7 年間で小笠原諸島で
の伐採や熊本県での講習会の開催など全国
的に精力的な活動をしてきました。
　従来作業不可だった現場での作業を担当
することが増えたことで「施主さんが喜ん
でお礼を言ってくれる機会が格段に増えた
ことがとにかく嬉しいですね」と語ります。

◇伐採後の木に意識が向いた◇

● 2 年前に林業経験者の大型新人、吉村雄
一さんが加入され現在の隊員数 3 名となっ
た「skyteam」。いまの岡﨑さんの目標は伐

き

った後の木を有効活用することです。ただ
伐
き

って終わりではなく、そのあとのことに
まで意識が向くようになりました。「現実
的な解決策はやっぱり薪にして売ることか
な」と笑顔で語る岡﨑さん。販路の開拓に
向けて、さらなる一歩を踏み出しています。

黒滝村が誇る特殊伐採専門チーム

s ｋｙｔｅａｍ

◇林業初心者からの挑戦◇
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開通記念特別プラン

 

黒 滝 村 森 林 組 合 skyteam 所 属

岡 﨑 裕 二 さ ん

skyteam メンバー 3 人目は吉村雄一さん。 最
近メキメキと力をつけてきたともっぱらのウワ
サ！？

現場写真を中心に日々の情報発信を
してくれているのも魅力のひとつ。

スカイチーム公式
Facebook ページ

「黒滝村森林組合 skyteam」
https://www.facebook.com/kurotaki.skyteam/

黒滝村森林組合のみなさま

地域おこし協力隊のメンバー久喜隊員 （左） や

勤務 3 年目の西浦晃一さん （右） も大活躍中

です。 他にもたくさんの作業員の方が森林組合

に所属し多岐にわたる活動をされています。 この

日は村内での skyteam との合同作業でした。

1974 年岡山生まれ。奈良市で暮らし大阪でホテルマ
ンとして働いていた 26 歳の時、田舎暮らしへの気持
ちが強くなり黒滝村森林組合への転職を決意し、移住
されました。

支配人代理

野崎裕太さん

心に響く旋律のように、あなたを上質な大人旅へ誘う

「青の交
シンフォニー

響曲」。奥深い歴史、

自然豊かな沿線風景を駆け抜ける濃紺のボディ。

これまでにない列車の旅が始まります。

「森の交流館」 通常ご宿泊プラン
●一泊二日（二食付）※ご利用は 2 名様から

   お一人様 10000 円～ ( 税別）

屋根の上の枝葉にお困りの方、 高額な見積

もりで一度はあきらめたという方も、 黒滝村

s
ス カ イ チ ー ム

kyteam にお任せ！まずは一度黒滝村森林組

合にご相談ください！！

黒滝村森林組合
Ｔｅｌ　０７４７－６２－２１２４

◇経営難から再生への道◇

●「森物語村（森の交流館）」「きらら
の森」「道の駅」の３大施設を運用す
る「株式会社黒滝森物語村」は財団法
人として設立されました。経営状況の
悪化を理由に 5 年前に民間の株式会
社となるも、「利益をあげることが目
的ではない財団法人」から「株主の為
に利益をあげなければならない株式会
社」としての経営思想に切り替えるこ
とができず業績はジリ貧に。当時道の
駅の駅長だった野崎さんも過去の運営
方針から抜け出すことができず、当惑
していました。
●転機が訪れたのは 2015 年 10 月。
全国でホテルの再生などの実績をあげ
ていた黒滝村出身の辰巳繁さんが会社
再生の為に総支配人に就任し、まずは
全ての出入り業者とイチから話し合
い、経費の無駄を徹底的に洗い出す所
から始まりました。「補助金に頼らず
自力で利益をあげることを絶対の目標
に、その為に日々考え続けること」辰
巳総支配人の経営方針のもと、大改革
の一歩を全従業員で踏み出しました。

◇「森の交流館」◇
リニューアルオープン

●次に取り組んだのは赤字経営を理由
に閉鎖していた「森の交流館」のリ
ニューアルオープンです。旅行会社と
の提携、季節に合わせたグルメプラン
など次々と仕掛け、「利益をあげない」
という財団法人時代の呪縛からすこし
ずつ解き放たれていきました。しかし
黒滝村の主産業は林業。観光資源に乏
しく「黒滝村に泊まりに来て頂いても
お客様がすることがない。ないなら作
ればいい」。矛盾と戦い続ける中で出
した答えは「黒滝村でやりたいこと」

そのものをＰＲするプラン。こんにゃ
く作り体験、アマゴつかみどり体験な
ど村の魅力を発信しています。

◇悲願のコンビニオープン◇

●当時は村内はおろか、黒滝村の周辺
数十キロに渡り山間部の大手コンビニ
はありませんでした。地域貢献として
の需要も高いコンビニ誘致のプロジェ
クトは森物語村再生のための切り札で
した。あらゆる大手コンビニチェーン
に声をかけるも全く相手にされない
中、唯一興味を持ってくれたのが「ヤ
マザキ Y ショップ」（山崎製パン株式
会社）でした。新規配送ルートの開拓
など山積みの問題をひとつずつ解消し
ていき、2016 年 6 月のコンビニオー
プンへとこぎつけました。
●苦労が実り2016年度決算において、
会社はついに黒字見込みとなり、運用
施設ごとに見ても、コストが最もかか
る「森の交流館」も 3 月の決算では黒
字計上の見通しとなりました。

「一年だけ黒字になっても意味がない。
二年、三年と常に継続し普段から黒字
を出せるようになることが重要。」辰
巳総支配人からいつもそう教えられて
いるという野崎さん。会社再生への挑
戦はまだまだはじまったばかりです。

1985 年奈良県橿原市生まれ。
大淀町で育ち、黒滝に親戚がいたこと
がきっかけで、２３歳で不動産業の営
業職から転職されました。

●最寄駅「下市口駅」までの無料送迎付（青の交響曲到着時刻）

◇夕食◇「国産牛のすき焼き」
料理長手作りの割り下でいただく、
絶品のすき焼き！
◆朝食◆「和食朝食セット」
田舎ならではの茶粥を、
黒滝村名物の白きゅうりの漬物と
一緒にご賞味ください。

他にもたくさんのプランが用意されています。
ぜひ一度お問い合わせください。

☆お問い合わせ☆

株式会社黒滝森物語村（森の交流館）
〒 638-0241 奈良県吉野郡黒滝村粟飯谷 1
Tel.0747-62-2770　Fax.0747-62-2772
http://www.morimonogatari.com/

※画像提供　近畿日本鉄道

お食事のみのプランもあります。
森の交流館自慢の

お任せ会席
4000 円～ 8000 円（税別）


